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昨年、ノーベル生理学・医学賞が、北里大学特別栄誉教授の大村智博士と米国ドリュー大学名誉研究フェローのＷ．キャンベル博士の「線虫感染症の新しい治療法の発見」に対し贈られました。
大村博士と米国メルク社に在籍していたキャンベル博士は、１９７５年土壌から分離された微生物から線虫類などの寄生虫に有効なマクロライド化合物を発見しエバーメクチンと命名しました。その後この化学物質は改良されイベルメクチンとしてメルク社から発売され、動物薬の売上トップとして世界中で販売され続けました。また、イベルメクチンは人間にも効くことが分かり、アフリカや南米の熱帯地方で蔓延しているオンコセルカ（河川盲目症）等の予防薬として大きく貢献したことは皆さまご承知の通りです。
大村博士のノーベル賞受賞の報道で驚いたのは上記業績の素晴らしさに加え、産学連携で２５０億に達する特許ロイヤリテイ収益を北里研究所へ還流されたということでした。

産学連携の骨子は、大村博士の研究室で発見された微生物由来の化学物質をメルク社に送り、同社ではそれを基に新薬の開発を行い、研究成果はメルク社が特許権を保持するが、特許製品が販売された場合は売上に対し一定の特許ロイヤリテイを北里研究所に支払うというものでした。

大村博士とメルク社との先見的な産学連携、そしてメルク社の世界的な特許戦略が相俟ってメルク社はもとより、大村先生そして北里研究所に大きな利益を生み出すことになったのです。
ところで、微生物の作り出す化学物質を薬として役立てることを世界で初めて行ったのは英国のＡ．フレミングです。抗生物質であるペニシリンの発見（１９２８年）であり、この業績に対し１９４５年にノーベル賞が贈られました。
フレミングはノーベル賞の授賞式で、「人命を救うための発明は多くの人々に使われるべきであり，医学分野での発明の特許化は道徳に反するから自分は特許を取得しなかったのだ」というスピーチを行ったとされています。彼は、医薬分野において特許をとること自体に前向きではなかったようです。しかしながら、このことによって英国はペニシリンの実用化に大きな遅れを取ることになったことが、工業所有権標準テキスト＊のコラムに概ね次のように紹介されています。
フレミングの発見後、同じく英国の細菌学者フローリーがペニシリンの実用化を英国の製薬会社に持ちかけたが、基本特許の存在しない技術に国内企業は手を出さず、結果的には、米国で実用化の為の研究開発が行われ、第二次世界大戦中に米国企業により量産が始まり製法に関する特許が世界中で確保された。このため戦後になって、英国は自らの政府助成で発明したペニシリンに対し多額の特許料を米国企業に対して払い続けることになったとしています。

そして、重要なことは、このコラムにあるように、もしフレミングの発明に特許があれば、もっと早くにペニシリンの工業化が実現し、破傷風などの細菌感染から多くの人命が救えたかもしれないということです。
　近年、大学の第三の使命として社会貢献が叫ばれ、産学連携による大学と企業との協力が益々需要となってきています。大学における研究成果を企業と連携し世の中に送り出すには、通常多くの時間、労力そして資金が必要です。そのため、基本発明を特許できちんと守り、独占排他権を確保することが求められます。
＊工業所有権標準テキスト（特許編）平成１２年３月発行（企画：特許庁、制作：発明協会）
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